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設立年月日 

〒105-0003 東京都港区西新橋3-19-14東京建硝ビル７F 所在地 

株式会社 Control Union Japan 会社名 

第3者検査・認証審査機関 主な事業 

2000万円 資本金 

山口 真奈美 代表者 

2009年6月1日 

Control Union World Groupの日本法人（本部オランダ） 
貨物検査、物流管理、そして認証事業を専門とする独立した国際グループ企業 

認証：農業・森林・繊維・オーガニック・ISO等様々な分野の認証 

特徴：環境や社会に配慮した、エシカル・生物多様性に注目した認証 
 

継続可能なビジネスを目指し、 
第三者機関として審査・認証を世界中で展開 

会社概要 
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山口 真奈美（Manami Yamaguchi）  自己紹介と設立までの経緯 
  
1975年、東京生まれ。 
幼少時代：両親の実家が宮城の鳴子温泉郷（森）と沖縄（海）。 
 ⇒ 祖父母と過ごす時間を通じ、自然への親しみと暮らしとの 
   繋がり、そして大切さを感じる。 
 
小学校時代：将来の夢について考える。 
 ⇒ 熱帯林の破壊、絶滅に瀕する動植物の存在、 
   日本をはじめ世界中の企業が関与？！ 
          ↓ 
   驚きと悲しみ・・・ 

 森や環境保全の仕事を目指したい！ 
 
 一生価値を見出し続けられる分野の仕事に従事したかった。 
 
大学・大学院時代：研究と仕事・ボランティアの日々。 
 ⇒ 国際公務員目指し、ITTOや財団・研究所等で様々な仕事に従事させて 
   頂きながら、研究を続ける。環境関連のボランティアも。 
   研究テーマ：認証システムは環境保全に有効か？（森林認証を事例に） 
       研究か？公務員を目指すのか？今の仕事は？ 
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企業や自治体の環境対策・イベント等、様々な形でサポート 
 
全国で環境の講演・イベント企画・コーディネート。 
 
 
 
 

 
環境ガイドライン等の作成。地域振興やエコツアーの企画等。 
環境の何でも屋さん状態・・・  ⇒独立へ。 
 
2003年 株式会社 FEMを設立 
 ○環境・CSR関連事業（従来の仕事からの発展） 
 
   

2006年  Control Union と出会う 
 FEMに認証事業部を立ち上げ、Control Unionの日本支部として認証審査を開始。 
 
2009年 株式会社 Control Union Japan設立 
株式会社 FEM とControl Union本部との共同出資により設立し代表取締役に就任。  

ワールドウォッチ研究所のサポート 
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私たちの生活を支える様々な製品 

    どのようなストーリーを持っているのでしょうか？ 

 日本は国内外問わず地球上の資源の恩恵を多く受けている 
 

原産地・製造拠点・・・ 
・その地域の現状は？ （環境面） 
  気候変動・森林破壊・土壌汚染・・・ 
・そこで生活している人々は暮らしは？（社会面） 
    児童労働・労働の搾取・・・ 
• 私たちとの関係は？ 
 
私たちの使う製品・・・ 
原料調達から最終製品の製造まで 

 自然・野生動物・作り手の方々 
環境や社会的な負荷を与えていない？ 

環境や社会に配慮した製品：どのように見分けますか？ 
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オーガニックコットンの例 
 



従来型の生産方法の危険性 
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コットンの生産地である農場や繊維製造の現場では。。。 

 

• 有毒な農薬等による健康被害 
 

• 借金苦によって自ら命を絶つ人々 
 

• 長時間労働の強要 
 

• 児童労働の結果、学校に通えず働かされている子どもたち 

 

• その他環境・社会的問題が今もなお多く存在している 

オーガニックコットンへの注目の背景 
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■オーガニックコットンとは？ 
 

  米国・EU・IFOAM等に認定された認証機関により、 
第3者認証を受けた畑で栽培された綿花。 
 

  ＊主な禁止項目 
 
  -遺伝子組換え 

   -放射線照射 
   -下水汚泥 
   -毒性と永続性の有る化学農薬と肥料 
 
日本の農林水産省による有機JASは 
           繊維が含まれていない 
                         

オーガニックコットン 
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• 2012年までに全世界で供給されるコットンの10%をオーガニックコットンにしようという
プロジェクトのもと立ち上がった。母体はNPO（アメリカ）  

• 主催団体はTextile Exchange（2010年10月末よりOrganic Exchangeから名称変更） 

• 長期的な目標 綿花生産のために耕される認証された有機農場の 
          総計を１年当たり50％拡大すること 

• 企業と生産者を結びつけ、消費者による認識を広げ、オーガニック製品を普及させるこ
とによって生産者の支援を目指す 

• 現在世界中のオーガニック製品の普及を目指し多くの企業が参加 

• オーガニック原料が5％以上95%未満の場合OCS Blendedロゴ 、95％以上の場合OCS 100ロ
ゴになる。 
 

   トレーサビリティーの確保が中心 

＜参加方法＞ 

 ①認証を取得する方法  認証製品として製造販売する事が可能 

 ②会員となる方法      Textile Exchangeの理念を支援 
                 ※：認証ロゴマークをつけて販売する製品を製造するには認証の取得が必要 

Organic Content Standard 
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• オーガニックテキスタイルには世界中に多くの基準が存在し、市場や消費者への 
混乱や国際取引における障壁の問題が起こりうる 
          ↓ 
2002年 Global Organic Textile Standard(GOTS） 

        International Working Group（IWG/国際作業部会）が結成 

        基準の統一へと動き出す 

• 現在は、version3.0が発表  本部はドイツ 

• オーガニック天然繊維には、コットン以外にもウール・リネンなどが挙げられる 

• 認証されたオーガニック繊維が70％以上含まれている  

• 同一の非オーガニック繊維とオーガニック繊維の混合は認めない 

• 製造・加工は、環境に悪影響を及ぼさないことが監査される 

• 染料・加工助剤はGOTSの規定に従って使用されている（GOTS approved Dyes & Auxiliaries）  

 

審査基準には環境・社会的条件も含まれる 

Global Organic Textile Standard 
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GOTS CU等の認証機関 

農場    製造・流通企業 

消費者 

認証原料 

の供給 

ロゴマーク 

付き製品 

認定 

原産地認証 加工流通 

過程の認証 

国や国際機関から 
認定された認証機関 
が認証審査の実務 

販売店 

TE （旧：OE） 

審査・認証 審査・認証 

EEC 

USDA/NOP 

認定 

EEC 
USDA/NOP 

政府機関の基準 

使用基準 使用基準 

認証の仕組み 
例）オーガニック繊維の認証 
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 文書審査 
 
 
 
 
 生産現場などの訪問 

 
 

 インタビュー 
 
 

 サンプリング 
 
 

 情報の照合確認 など 

トレーサビリティー（生産履歴の追跡可能性）
が 
保たれているか否かの確認 

オーガニック天然繊維製品の 
生産、加工、製造、梱包、ロゴの使用、 

輸出入そして流通における入荷・保管・出荷時の管理
や 
製造における製品の取り扱いなどについて全てが対象 

原綿や製品単位に対するものではなく、工場や加工所において認証製品を取り扱う 
管理体制が整っているかを審査 

 

審査方法 
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■運用マニュアル（システムプラン）作成 

  -文書化された管理システムと責任者の指定 

■原材料の管理（現物・伝票） 

  -認証入荷製品の確認 

  -認証入荷製品と非認証製品の判別 

■製品の管理（ラベル・伝票） 

  -製品ラベリングの保証 

  -認証製品の判別 

■記録作成・保管（購入・販売記録等） 

■教育                                         
■審査で確認する書類の例 

  -運用マニュアル（システムプラン） 

  -現場見取り図 

  -組織図 

  -入出荷にともなう書類、伝票類 

  -仕入先の認証書、購入時のTC 

  -社内での管理書類、伝票 

  -染料、薬剤リストおよびMSDS（GOTS） 

  -環境方針（GOTS） 

  -就業規則等の労働条件がわかるものおよび記録類（GOTS） 

 

製品単位ではなく、工場やオフィス、倉庫、商社などにおいて 
認証製品を取り扱う管理体制が整っているかを審査・認証します 

審査時の共通チェック項目 
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認証の流れ 
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 Scope Certificate 
範囲の認証 

認証をご取得頂いた企業・団体様へ認証書が 

発行されます。 
認証書には下記の内容が記載されます。 
 -対象団体名、認証プログラム名、有効期限 
 -オフィス、工場、倉庫、商社など活動に関わるユニット 
 -生産・取り扱いできる製品カテゴリーと対象ユニット 

Transaction Certificate 
商取引証明書(T/C) 

認証をご取得頂いた企業・団体様がオーガニッ
ク製品を出荷する際に発行されます。 

いつ・どこへ・何を・どのくらい出荷されたか
が記載されます。 

21 

認証書は2種類 
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■ 最終製品の製造に関わる企業は認証取得が必要 
 
■ 認証取得者は認証機関によるTCの発行が可能 

販売店舗 

製造企業 

  

商社等 製造・販売企業 

Scope 

Certificate 

認証農家  

認証製品  

TC TC TC 

トレーサビリティーと認証書 
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2004年に生産者団体、ユーザー産
業、小売業、NGOなどによって設

立されたステークホルダー参加に
よる非営利組織 
 
• 会員: 生産者、加工・貿易商社、
精油会社、小売業社、NGO、投資
会社など 
 
•目的 : 持続可能なパーム油の生産
と利用を促進する 
 
•持続可能なパーム油の認証制度 
8つの原則、39の基準、指標と指針 
 

持続可能なパーム油のための 
円卓会議（RSPO) 
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    Globalgap  
 
   GLOBALGAPは、世界的に受け入れられている小売業者向

けの食品安全基準。 
   適正農業規範の認証のための生産基準としてGAPを使用し、

農作物、家畜、養殖の認証。 
 
   認証書では農場に投入される餌や苗のような認証製品のプ

ロセスと、農場を離れるまでのすべての全活動をカバー。 

    GRS（Global Recycle Standard） 

    リサイクルされた原料を使用して製品を製造する際に 
 有効な追跡のための認証プログラム 

    最終製品や半製品に関わるすべての企業様が対象 

繊維関連プログラム 

農業関連プログラム 
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企業の活動に対して 
 原料調達から最終製品の販売・サービスに至るまで 
 
 環境・・・地球環境を破壊しない・生物多様性 
 社会・・・労働条件・地域住民とのより良い共生 
 経済・・・貧困・児童労働の撲滅 
 
 これらに配慮した活動の支援 
 第3者の立場で証明 
      ↓ 
 企業の透明性の確保 
 ⇒次世代に必要な企業の創造のお手伝い 
 
   

自然と経済・人間社会とのバランス 

環境 

社会 経済 

認証の背景に広がるもの 

自然にも配慮した、世界の人々も 

幸せな社会の創造 
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その先へ・・・ 
環境・社会に配慮した 
エシカルな企業活動への転換推進 
 
日常の身近な製品を環境や社会に配慮した 
 よりエシカルな製品が当たり前な世界へ 
 
 企業 ⇒ そのような製品のモノづくり転換 
 私たち消費者 ⇒ 賢い選択とその情報共有 
 
   自分なりの基準をつくるお手伝い 
             ↓ 
          エシカル・ライフスタイルの提案 
 
• 障がいを乗り越え共に輝く社会 
• 世界中の女性が抱える問題を企業活動を通じて改善 
• 今・この時代に・この日本に生まれ育ったことの意義と使命、 
  そして私たちにできることを実践 
 
素晴らしい製品やサービスその輝きを 
              本物の美しさへと繋げる 
 

「想いと行動が矛盾しない生き方」が出来る世界へ 


